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最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 蓋 を 有 す る 蓋 体 が 設 け ら れ た 炊 飯 器 本 体 と 、 該 炊 飯 器 本 体 に 設 け ら れ た 収 容 凹 部 に 収  
容 さ れ る 炊 飯 釡 と 、 を 備 え 、 前 記 蓋 体 が 閉 ま っ て 前 記 内 蓋 と 前 記 炊 飯 釡 と が 接 触 し た 状 態  
に お い て 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 で 玄 米 を 発 芽 さ せ て 発 芽 玄 米 を 生 成 し 、 且 つ 、 前 記 発 芽 玄 米 を  
そ の 後 に 炊 飯 し て 発 芽 玄 米 御 飯 を 炊 き 上 げ る と と も に 前 記 発 芽 玄 米 御 飯 を 保 温 可 能 な 発 芽  
玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 炊 飯 釡 は 有 底 略 壺 型 形 状 を 有 し 、 前 記 炊 飯 釡 は 上 端 位 置 に 開 口 を 有 す る 釡 入 口 部 と  
、 該 釡 入 口 部 の 反 対 側 で あ る 下 端 に 位 置 す る 下 端 底 部 と 、 前 記 釡 入 口 部 と 前 記 下 端 底 部 と  
を つ な ぐ よ う に 側 壁 と し て 設 け ら れ た 円 筒 側 壁 部 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ 、
　 前 記 円 筒 側 壁 部 は 、 該 円 筒 側 壁 部 の 上 端 お よ び 下 端 の い ず れ か 一 方 が 前 記 炊 飯 釡 に お い  
て 最 小 内 径 を 有 し 、 且 つ 、 前 記 円 筒 側 壁 部 の 上 端 お よ び 下 端 の 両 方 の 内 径 に 対 し て 前 記 円  
筒 側 壁 部 に お け る 最 大 内 径 が 少 な く と も ０ ． ３ ｃ ｍ 以 上 大 き く 、
  前 記 炊 飯 釡 が 鉄 製 で あ り 、 か つ 炭 素 と 鉄 を 含 有 す る ブ ラ ッ ク ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 を 含 む コ  
ー テ ィ ン グ 膜 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 内 蓋 を 有 す る 蓋 体 が 設 け ら れ た 炊 飯 器 本 体 と 、 該 炊 飯 器 本 体 に 設 け ら れ た 収 容 凹 部 に 収  
容 さ れ る 炊 飯 釡 と 、 を 備 え 、 前 記 蓋 体 が 閉 ま っ て 前 記 内 蓋 と 前 記 炊 飯 釡 と が 接 触 し た 状 態  
に お い て 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 で 玄 米 を 発 芽 さ せ て 発 芽 玄 米 を 生 成 し 、 且 つ 、 前 記 発 芽 玄 米 を  
そ の 後 に 炊 飯 し て 発 芽 玄 米 御 飯 を 炊 き 上 げ る と と も に 前 記 発 芽 玄 米 御 飯 を 保 温 可 能 な 発 芽  
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10

20

30

40

50

JP 7461645 B2 2024.4.4(2)

玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、 玄 米 を 発 芽 玄 米 に 育 成 す る 発 芽 玄 米 育 成 工 程 と 、 前 記 発 芽 玄  
米 育 成 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米 を 炊 飯 す る 炊 飯 工 程 と 、 前 記 炊 飯 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米  
御 飯 を 保 温 す る 保 温 工 程 と 、 を 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 玄 米 量 に 応 じ て 制 御 す る 制 御 部 を 有 し 、
　 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が ４ 時 間 ～ ６ 時 間 で あ り 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 に お い て 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 温 度 が 第 １ 温 度 又 は 第  
２ 温 度 と な る よ う に 調 整 し 、 前 記 第 １ 温 度 と 前 記 第 ２ 温 度 は １ 時 間 ご と で 交 互 に 切 り 替 え  
ら れ る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 側 壁 部 に お け る 上 端 の 内 径 は 、 前 記 釡 入 口 部 に お け る 開 口 の 内 径 よ り も 小 さ い  
こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ 又 は ３ に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 円 筒 側 壁 部 は 、 該 円 筒 側 壁 部 の 上 端 が 前 記 炊 飯 釡 に お け る 最 小 内 径 で あ り 、 前 記 最  
小 内 径 は １ ５ ｃ ｍ ～ ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ 、 ３ お よ び ４ の い ず れ か に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、 玄 米 を 発 芽 玄 米 に 育 成 す る 発 芽 玄 米 育 成 工 程 と 、 前 記 発 芽 玄  
米 育 成 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米 を 炊 飯 す る 炊 飯 工 程 と 、 前 記 炊 飯 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米  
御 飯 を 保 温 す る 保 温 工 程 と 、 を 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 玄 米 量 に 応 じ て 制 御 す る 制 御 部 を 有 し 、
　 前 記 炊 飯 器 本 体 に は 表 示 部 が 設 け ら れ 、 前 記 表 示 部 は 前 記 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 の 動 作 時 に  
お い て 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 、 前 記 炊 飯 工 程 、 お よ び 前 記 保 温 工 程 の い ず れ の 状 態 で あ る  
か を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 に お い て 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 温 度 が 第 １ 温 度 又 は 第  
２ 温 度 と な る よ う に 調 整 し 、 前 記 第 １ 温 度 と 前 記 第 ２ 温 度 は １ 時 間 ご と で 交 互 に 切 り 替 え  
ら れ る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 に は 、 前 記 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に お け る 洗 浄 時 期 の 通 知 の た め に あ ら か じ め 炊  
飯 回 数 が 設 定 さ れ 、
　 前 記 表 示 部 は 、 前 記 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 の 炊 飯 動 作 が 前 記 炊 飯 回 数 に 達 す る と 前 記 洗 浄 時  
期 を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 に は 、 前 記 炊 飯 釡 お よ び 前 記 内 蓋 に 対 し て 高 圧 蒸 気 に よ る 殺 菌 洗 浄 を 行 う 自  
動 殺 菌 洗 浄 機 能 が 設 定 さ れ 、 前 記 自 動 殺 菌 洗 浄 機 能 は 前 記 表 示 部 に 設 け ら れ た 洗 浄 ボ タ ン  
を 押 す こ と で 実 行 で き る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ２ 又 は ６ に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が ４ 時 間 又 は ６ 時 間 で あ り 、
　 前 記 第 １ 温 度 が ３ ０ ℃ で あ り 、
　 前 記 第 ２ 温 度 が ３ ４ ℃ で あ り 、
　 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が ４ 時 間 の 場 合 に は 、 最 初 の １ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 １ 時 間 ～ ２ 時  
間 を ３ ４ ℃ と し 、 ２ 時 間 ～ ３ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 最 後 の ３ 時 間 ～ ４ 時 間 を ３ ４ ℃ と し 、
　 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が ６ 時 間 の 場 合 に は 、 最 初 の １ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 １ 時 間 ～ ２ 時  
間 を ３ ４ ℃ と し 、 ２ 時 間 ～ ３ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 ３ 時 間 ～ ４ 時 間 を ３ ４ ℃ と し 、 ４ 時 間 ～  
５ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 最 後 の ５ 時 間 ～ ６ 時 間 を ３ ４ ℃ と す る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用  
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炊 飯 器 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 請 求 項 ２ 、 ５ 、 ６ お よ び ９ の い ず れ か に 記 載 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 で あ っ て 、
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 炊 飯 工 程 に お け る 前 半 時 間 （ 炊 飯 時 ） は 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 温 度 を ７  
０ ℃ ～ １ １ ８ ℃ に 調 整 し 、 前 記 炊 飯 工 程 に お け る 後 半 時 間 （ 蒸 ら し 時 ） は 前 記 炊 飯 釡 の 内  
部 温 度 を ７ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 調 整 す る こ と を 特 徴 と す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 炊 飯 器 、 特 に 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に お け る 炊 飯 ム ラ の 改 良 技 術 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 の 健 康 志 向 に よ り 、 白 米 に 替 わ る 主 食 と し て 玄 米 や 発 芽 玄 米 が 注 目 さ れ て い る 。 発  
芽 玄 米 は 玄 米 を 発 芽 さ せ た も の で あ り 、 白 米 と 比 較 し て 非 常 に 高 い 栄 養 価 が 備 わ っ て い る  
。 そ し て 昨 今 で は 、 発 芽 玄 米 を 育 成 し 、 そ の 後 に 発 芽 玄 米 ご 飯 を 炊 飯 す る こ と の で き る 炊  
飯 器 も 製 品 化 さ れ て い る 。 加 え て 、 炊 飯 器 に お け る 基 本 的 な 炊 飯 技 術 に つ い て も さ ま ざ ま  
な 工 夫 が な さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 玄 米 発 芽 工 程 、 浸 し 工 程 、 加 熱 工 程 お よ び 蒸 ら し 工 程 に お い て  
、 ヒ ー タ ー 、 使 用 圧 力 調 整 装 置 及 び 自 動 蒸 気 排 出 装 置 の 動 作 を 調 整 す る と と も に 、 前 記 玄  
米 発 芽 工 程 に お い て 、 ヒ ー タ ー を 所 定 条 件 （ 所 定 の ア ル ゴ リ ズ ム ） で 制 御 す る こ と で 良 好  
な 玄 米 発 芽 お よ び 炊 飯 を 行 う こ と が で き る 電 気 圧 力 炊 飯 ジ ャ ー の 玄 米 発 芽 ・ 炊 飯 制 御 装 置  
が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 炊 飯 器 に お け る 内 釡 の 形 状 を 工 夫 す る こ と で 、 炊 飯 動 作 中 の お  
ね ば （ 米 の 成 分 が 溶 け 出 し た 煮 汁 ） の 吹 き こ ぼ れ を 抑 止 す る こ と が で き る 技 術 が 開 示 さ れ  
て い る 。 具 体 的 に は 、 内 釡 の 上 端 部 が 該 内 釡 の 最 大 径 よ り も 小 さ く 形 成 さ れ る と と も に 鍔  
部 の 上 側 に 上 筒 部 （ こ の 上 筒 部 は 空 気 に よ り 冷 却 さ れ る ） が 位 置 す る こ と で 、 お ね ば 成 分  
が 含 ま れ る 蒸 気 の 量 を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 文 献 】 特 許 第 ３ ９ ５ ０ １ ３ ７ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ ８ － ８ ６ ３ ０ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 昨 今 で は 上 記 の 発 芽 玄 米 に 加 え て 、 酵 素 玄 米 も 注 目 さ れ て い る 。 こ の 酵 素 玄  
米 は 「 寝 か せ 玄 米 」 、 「 発 酵 玄 米 」 と も 呼 ば れ 、 発 芽 玄 米 に 小 豆 と 塩 を 加 え て 圧 力 釡 な ど  
で 炊 き 、 保 温 が で き る 炊 飯 器 な ど で ３ 日 か ら １ ０ 日 ほ ど 寝 か せ て （ 発 酵 さ せ て ） 作 る も の  
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の と お り 発 芽 玄 米 に 関 す る 炊 飯 技 術 （ 発 芽 技 術 ） に 加 え て 、 さ ら に 炊 飯 器 全 般 に お  
け る 炊 飯 技 術 は 進 歩 を 遂 げ て い る 一 方 、 例 え ば 炊 飯 器 で 玄 米 ご 飯 を 炊 こ う と す る と 、 そ の  
炊 き あ が り に は 必 ず ム ラ が で き て し ま う 。 例 え ば 白 米 と 玄 米 を 混 ぜ て 炊 飯 を 行 う と 、 炊 飯  
器 の 特 性 、 す な わ ち 熱 対 流 な ど の 影 響 で 白 米 よ り も サ イ ズ の 大 き い 玄 米 が 中 央 に 集 ま っ て  
し ま う 傾 向 が あ る 。 特 に 酵 素 玄 米 を 炊 飯 し よ う と す る と こ の 炊 飯 ム ラ が 顕 著 に あ ら わ れ て  
し ま う 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 の と お り 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た ア ル ゴ リ ズ ム を 利 用 し た り 、 あ る い は 特 許 文 献 ２  
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に 開 示 さ れ た 内 釡 形 状 を 利 用 す る こ と で 発 芽 玄 米 等 を 良 好 に 炊 く こ と が で き る よ う に は な  
る が 、 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献 ２ の 技 術 だ け で は 炊 飯 ム ラ の 解 決 は 困 難 で あ り 、 ま だ ま だ 改  
良 の 余 地 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 上 記 従 来 技 術 の 課 題 に 鑑 み て 行 わ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 は 良 好 な 炊 飯 を  
実 現 す る と と も に 炊 飯 ム ラ を 抑 制 し 、 さ ら に メ ン テ ナ ン ス 性 に 優 れ た 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 を  
提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、
　 内 蓋 を 有 す る 蓋 体 が 設 け ら れ た 炊 飯 器 本 体 と 、 該 炊 飯 器 本 体 に 設 け ら れ た 収 容 凹 部 に 収  
容 さ れ る 炊 飯 釡 と 、 を 備 え 、 前 記 蓋 体 が 閉 ま っ て 前 記 内 蓋 と 炊 飯 釡 と が 接 触 し た 状 態 に お  
い て 該 炊 飯 釡 の 内 部 で 玄 米 を 発 芽 さ せ て 発 芽 玄 米 を 生 成 し 、 且 つ 、 該 発 芽 玄 米 を そ の 後 に  
炊 飯 し て 発 芽 玄 米 御 飯 を 炊 き 上 げ る と と も に 該 発 芽 玄 米 御 飯 を 保 温 可 能 な 発 芽 玄 米 用 炊 飯  
器 で あ っ て 、
　 前 記 炊 飯 釡 は 有 底 略 壺 型 形 状 を 有 し 、 該 炊 飯 釡 は 上 端 位 置 に 開 口 を 有 す る 釡 入 口 部 と 、  
該 釡 入 口 部 の 反 対 側 で あ る 下 端 に 位 置 す る 下 端 底 部 と 、 該 釡 入 口 部 と 下 端 底 部 と を つ な ぐ  
よ う に 側 壁 と し て 設 け ら れ た 円 筒 側 壁 部 と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ 、
　 前 記 円 筒 側 壁 部 は 、 該 円 筒 側 壁 部 の 上 端 お よ び 下 端 の い ず れ か 一 方 が 前 記 炊 飯 釡 に お い  
て 最 小 内 径 を 有 し 、 且 つ 、 該 円 筒 側 壁 部 の 上 端 お よ び 下 端 の 両 方 の 内 径 に 対 し て 該 円 筒 側  
壁 部 に お け る 最 大 内 径 が 少 な く と も ０ ． ３ ｃ ｍ 以 上 大 き い こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、
　 前 記 円 筒 側 壁 部 に お け る 上 端 の 内 径 は 、 前 記 釡 入 口 部 に お け る 開 口 の 内 径 よ り も 小 さ い  
こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、
　 前 記 円 筒 側 壁 部 は 、 該 円 筒 側 壁 部 の 上 端 が 前 記 炊 飯 釡 に お け る 最 小 内 径 で あ り 、 該 最 小  
内 径 は １ ５ ｃ ｍ ～ ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、
　 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、 玄 米 を 発 芽 玄 米 に 育 成 す る 発 芽 玄 米 育 成 工 程 と 、 該 発 芽 玄 米  
育 成 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米 を 炊 飯 す る 炊 飯 工 程 と 、 該 炊 飯 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米 御 飯  
を 保 温 す る 保 温 工 程 と 、 を 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 玄 米 量 に 応 じ て 制 御 す る 制 御 部 を 有 し 、
　 前 記 炊 飯 器 本 体 に は 表 示 部 が 設 け ら れ 、 該 表 示 部 は 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 の 動 作 時 に お  
い て 発 芽 玄 米 育 成 工 程 、 炊 飯 工 程 、 保 温 工 程 の い ず れ の 状 態 で あ る か を 表 示 す る こ と を 特  
徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 発 芽 玄 米 育 成 工 程 に お い て 前 記 炊 飯 釡 の 内 部 温 度 が 第 １ 温 度 ま た は  
第 ２ 温 度 と な る よ う に 調 整 し 、 該 第 １ 温 度 と 第 ２ 温 度 は １ 時 間 ご と で 交 互 に 切 り 替 え ら れ  
る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、
　 前 記 制 御 部 に は 、 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に お け る 洗 浄 時 期 の 通 知 の た め に あ ら か じ め 炊  
飯 回 数 が 設 定 さ れ 、
　 前 記 表 示 部 は 、 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 の 炊 飯 動 作 が 前 記 炊 飯 回 数 に 達 す る と 前 記 洗 浄 時  
期 を 表 示 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 は 、
　 前 記 制 御 部 に は 、 前 記 炊 飯 釡 お よ び 内 蓋 に 対 し て 高 圧 蒸 気 に よ る 殺 菌 洗 浄 を 行 う 自 動 殺  
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菌 洗 浄 機 能 が 設 定 さ れ 、 該 自 動 殺 菌 洗 浄 機 能 は 表 示 部 に 設 け ら れ た 洗 浄 ボ タ ン を 押 す こ と  
で 実 行 で き る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 が 備 え る 炊 飯 釡 の 形 状 を 有 底 略 壺 型 形 状 と し 、 よ り  
具 体 的 に は 炊 飯 釡 に お け る 円 筒 側 壁 部 の 上 端 お よ び 下 端 の い ず れ か 一 方 を 炊 飯 釡 に お け る  
最 小 内 径 と し て 形 成 し 、 且 つ 、 該 円 筒 側 壁 部 の 上 端 お よ び 下 端 の 内 径 に 対 し て 該 円 筒 側 壁  
部 の 最 大 内 径 を 少 な く と も ２ ｃ ｍ 以 上 大 き い 形 状 と す る こ と で 、 良 好 な 炊 飯 を 実 現 す る と  
と も に 炊 飯 ム ラ を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 （ 制 御 部 ） に 所 定 条 件 （ 炊 飯 回 数 ） に よ る 洗 浄 時 期 の 表  
示 や 自 動 殺 菌 洗 浄 機 能 を 設 け る こ と で 、 従 来 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に 比 べ て メ ン テ ナ ン ス 性  
の 向 上 が 期 待 で き る 。 そ の 結 果 、 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に お け る 製 品 寿 命 の 向 上 や 経 済 性 向 上  
の 効 果 も 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 器 本 体 （ 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 ） に お け る 変 形 例 の 概 略  
イ メ ー ジ 写 真 を 示 す 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 の 概 略 断 面 図 を 示 す 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 の 側 面 形 状 イ メ ー ジ （ Ｓ ラ イ ン 形 状 ） を 示 す 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 に お け る 円 筒 側 壁 部 の 拡 大 図 を 示 す 。
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 お よ び 一 般 的 な 炊 飯 器 に お け る 炊 飯 状 態 （ 炊  
き あ が り ） の 概 略 イ メ ー ジ 写 真 を 示 す 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に つ い て 図 面 を 用 い て 説 明 す る が 、 本 発 明 の 趣 旨 を 超  
え な い 限 り 何 ら 以 下 の 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 な お 、 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯  
器 は 発 芽 玄 米 の ほ か 、 白 米 や お か ゆ 等 の 炊 飯 に も 対 応 し て い る も の と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ に 本 発 明 の 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 の 概 略 構 成 図 を 示 す 。 図 １ で は 、 発 芽  
玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ の 概 略 構 成 イ メ ー ジ を 把 握 す る た め に 、 例 え ば 凹 凸 部 分 や 湾 曲 形 状 等 に  
つ い て は 図 示 を 省 略 し て い る 。 同 図 に 示 す 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ は 、 内 蓋 ２ ２ を 有 す る 蓋  
体 ２ ４ が 設 け ら れ た 炊 飯 器 本 体 ２ ０ と 、 該 炊 飯 器 本 体 ２ ０ に 設 け ら れ た 収 容 凹 部 ２ ６ に 収  
容 さ れ る 炊 飯 釡 ３ ０ と 、 を 備 え て い る 。 ま た 、 図 １ で は 図 示 を 省 略 し て い る が 、 本 実 施 形  
態 に 係 る 炊 飯 釡 ３ ０ は 特 徴 的 な 形 状 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 炊 飯 器 本 体 ２ ０ に は 、 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ の 動 作 を 制 御 す る 制 御 部 ２ ８ と 、 該 制  
御 部 ２ ８ に よ る 動 作 の 状 態 （ 後 述 す る 各 工 程 等 ） を 表 示 す る 表 示 部 ２ ０ ａ と 、 が 設 け ら れ  
て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 制 御 部 ２ ８ に は 例 え ば 専 用 の 制 御 基 板 や Ｍ Ｃ Ｕ な ど を 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 制  
御 部 ２ ８ は 炊 飯 器 本 体 ２ ０ 内 部 の 空 き ス ペ ー ス に 設 け ら れ て い る 。 図 １ で は 炊 飯 器 本 体 ２  
０ の 正 面 側 に 設 け ら れ て い る が 特 に こ の 位 置 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 制 御 部 ２ ８ は 炊  
飯 器 本 体 ２ ０ の 空 き ス ペ ー ス で あ れ ば 別 の 位 置 に 設 け て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 表 示 部 ２ ０ ａ は 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ の 動 作 状 態 等 を 示 す た め の 表 示 機 能 を 果 た す と と  
も に 、 制 御 部 ２ ８ へ の 制 御 指 令 ボ タ ン の 役 割 も 果 た し て い る 。 図 １ で は 、 表 示 部 ２ ０ ａ が  
炊 飯 器 本 体 ２ ０ の 上 面 に 設 け ら れ て い る が 、 例 え ば 炊 飯 器 本 体 ２ ０ の 側 面 （ 正 面 ） に 表 示  
部 ２ ０ ａ を 設 け る こ と も で き る 。 ま た 、 図 １ に お け る 炊 飯 器 本 体 ２ ０ は 略 四 角 柱 形 状 で あ  
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る が 、 特 に こ の 形 状 に は 限 定 さ れ ず 他 の 形 状 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 例 え ば 図 ２ に 示 す よ う に 炊 飯 器 本 体 ２ ０ の 形 状 を 略 円 筒 形 状 と し 、 そ の 側 面 （ 正 面 ） に  
表 示 部 ２ ０ ａ を 設 け る こ と も で き る 。 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 器 本 体 ２ ０ （ お よ び 発 芽 玄 米  
用 炊 飯 器 １ ０ ） を こ の よ う な 形 状 に す る こ と で 、 従 来 品 と 比 較 し て 意 匠 性 の 向 上 が 期 待 で  
き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 内 蓋 ２ ２ に は パ ッ キ ン ２ ２ ａ が 設 け ら れ て い る 。 こ の パ ッ キ ン ２ ２ ａ は 例 え ば 洗 浄 時 に  
内 蓋 ２ ２ か ら 取 り 外 し 可 能 で あ り 、 そ の 材 料 に は 炭 （ 本 明 細 書 で は チ ャ コ ー ル と も 呼 ぶ ）  
を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う に チ ャ コ ー ル を 含 ん だ パ ッ キ ン ２ ２ ａ を 利 用 す る こ と  
で 、 消 臭 、 殺 菌 効 果 が 期 待 で き る 。 特 に 酵 素 玄 米 を 保 温 す る 際 （ 熟 成 さ せ る 際 ） に 従 来 品  
と 比 較 し て 大 き な 効 果 （ 消 臭 、 殺 菌 効 果 ） が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ の 動 作 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 炊 飯  
釡 ３ ０ に 所 定 量 の 玄 米 と 水 を 入 れ 、 該 炊 飯 釡 ３ ０ を 収 容 凹 部 ２ ６ に 収 容 し て 蓋 体 ２ ４ を 閉  
め る と 、 内 蓋 ２ ２ と 炊 飯 釡 ３ ０ と が 接 触 状 態 と な る （ パ ッ キ ン ２ ２ ａ と 炊 飯 釡 ３ ０ の 上 端  
位 置 は 密 着 状 態 と な る ） 。 こ の 状 態 に お い て 表 示 部 ２ ０ ａ に 設 け ら れ た 所 定 の 操 作 ボ タ ン  
（ 図 示 は 省 略 ） を 押 す と 、 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ は 動 作 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 蓋 体 ２ ４ を 閉 め て 内 蓋 ２ ２ と 炊 飯 釡 ３ ０ と を 接 触 さ せ る こ と で 一 般 的  
な 炊 飯 器 に 比 べ て よ り 精 度 の 高 い 密 閉 を 保 つ こ と が で き る （ 一 般 的 な 炊 飯 器 で あ れ ば パ ッ  
キ ン に よ り 密 閉 を 保 つ が 、 本 実 施 形 態 で は 内 蓋 ２ ２ と 炊 飯 釡 ３ ０ と の 接 触 に よ り 該 炊 飯 釡  
３ ０ 内 部 の 密 閉 状 態 を 維 持 す る こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 は じ め に 、 玄 米 を 発 芽 玄 米 に 育 成 す る た め の 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が 開 始 す る 。 本 実 施 形 態  
で は 、 例 え ば 発 芽 玄 米 育 成 工 程 は ４ 時 間 ～ ６ 時 間 程 度 で あ り 、 そ の 時 間 を 任 意 に 選 択 す る  
こ と が で き る （ ま た は ４ 時 間 と ６ 時 間 の い ず れ か の モ ー ド を 選 択 す る こ と が で き る ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 発 芽 玄 米 育 成 工 程 で は 、 １ 時 間 ご と に 炊 飯 釡 ３ ０ の 内 部 温 度 を 切 り  
替 え る 制 御 （ あ ら か じ め 定 め ら れ た ２ つ の 温 度 を 交 互 に 繰 り 返 す 制 御 ） と す る こ と が で き  
る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 制 御 部 ２ ８ は 、 発 芽 玄 米 育 成 工 程 に お い て 炊 飯 釡 ３ ０ の  
内 部 温 度 が ３ ０ ℃ （ 第 １ 温 度 と も 呼 ぶ ） ま た は ３ ４ ℃ （ 第 ２ 温 度 と も 呼 ぶ ） と な る よ う に  
調 整 す る 。 そ し て 、 こ の ３ ０ ℃ と ３ ４ ℃ は １ 時 間 ご と で 交 互 に 切 り 替 え ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 例 え ば 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が ４ 時 間 の 場 合 に は 、 最 初 の １ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 １ 時 間 ～ ２  
時 間 を ３ ４ ℃ と し 、 ２ 時 間 ～ ３ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 最 後 の ３ 時 間 ～ ４ 時 間 を ３ ４ ℃ と す る  
こ と が で き る 。 同 様 に 発 芽 玄 米 育 成 工 程 が ６ 時 間 の 場 合 に は 、 最 初 の １ 時 間 を ３ ０ ℃ と し  
、 １ 時 間 ～ ２ 時 間 を ３ ４ ℃ と し 、 ２ 時 間 ～ ３ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 ３ 時 間 ～ ４ 時 間 を ３ ４ ℃  
と し 、 ４ 時 間 ～ ５ 時 間 を ３ ０ ℃ と し 、 最 後 の ５ 時 間 ～ ６ 時 間 を ３ ４ ℃ と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の よ う に 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 育 成 工 程 で は 、 炊 飯 釡 ３ ０ の 内 部 温 度 が ３ ０ ℃ と  
３ ４ ℃ と で １ 時 間 ご と に 繰 り 返 さ れ る こ と で 、 従 来 よ り も 良 好 な 発 芽 玄 米 を 得 る こ と が で  
き る 。 例 え ば 、 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 育 成 工 程 で は 炊 飯 釡 ３ ０ の 内 部 温 度 を ２ ８ ℃ ～  
３ ２ ℃ の 第 １ 温 度 と ３ ３ ℃ ～ ３ ６ ℃ の 第 ２ 温 度 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 次 に 、 発 芽 玄 米 育 成 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米 を 炊 飯 す る 炊 飯 工 程 へ と 移 行 す る 。 こ の 炊  
飯 工 程 は 、 あ ら か じ め 制 御 部 ２ ８ に 設 定 さ れ た 所 定 の ア ル ゴ リ ズ ム に よ り 行 う 。 本 実 施 形  
態 に お け る 炊 飯 工 程 で は 、 例 え ば 最 大 加 圧 ０ ． ８ ～ ２ 気 圧 、 最 大 加 熱 １ ０ ０ ℃ ～ １ ３ ０ ℃  
で 発 芽 玄 米 の 炊 飯 を 行 う こ と が 好 ま し く 、 特 に 好 ま し く は 最 大 加 圧 １ ． ８ 気 圧 、 最 大 加 熱  
１ １ ８ ℃ で 炊 飯 を 行 う こ と が 好 適 で あ る 。
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【 ０ ０ ３ ４ 】
　 具 体 的 に は 制 御 部 ２ ８ は 、 炊 飯 工 程 に お け る 前 半 時 間 （ 炊 飯 時 ） は 炊 飯 釡 ３ ０ の 内 部 温  
度 を ７ ０ ℃ ～ １ １ ８ ℃ に 調 整 し 、 炊 飯 工 程 に お け る 後 半 時 間 （ 蒸 ら し 時 ） は 炊 飯 釡 ３ ０ の  
内 部 温 度 を ７ ０ ℃ ～ １ ０ ０ ℃ に 調 整 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 そ し て 、 炊 飯 工 程 で 得 ら れ た 発 芽 玄 米 御 飯 は 所 定 条 件 に よ る 保 温 工 程 で 保 温 さ れ る 。 こ  
の 保 温 工 程 は 、 例 え ば そ の 期 間 を 数 時 間 か ら １ ４ 日 間 程 度 で 任 意 に 設 定 す る こ と が で き る  
。 こ の 保 温 工 程 を 経 て 、 例 え ば 熟 成 さ れ た 酵 素 玄 米 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う に 制 御 部 ２ ８ は 、 発 芽 玄 米 育 成 工 程 、 炊 飯 工 程 、 お よ び 保 温 工 程 を 炊 飯 釡 ３ ０  
の 内 部 玄 米 量 に 応 じ て 適 正 に 制 御 す る こ と で 、 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊  
飯 器 １ ０ は 主 と し て 発 芽 玄 米 育 成 工 程 、 炊 飯 工 程 、 保 温 工 程 を 行 う こ と で 、 良 好 な 酵 素 玄  
米 （ お よ び 発 芽 玄 米 ） を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 本 実 施 形 態 で は 制 御 部 ２ ８ に あ ら か じ め 炊 飯 回 数 を 設 定 し 、 こ の 設 定 さ れ た 炊  
飯 回 数 に 応 じ て 当 該 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ の 洗 浄 時 期 を 通 知 す る 機 能 、 よ り 具 体 的 に は あ  
ら か じ め 設 定 さ れ た 炊 飯 回 数 に 応 じ た 洗 浄 時 期 を 表 示 部 ２ ０ ａ に 表 示 さ せ る 機 能 を 持 た せ  
て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 さ ら に 制 御 部 ２ ８ に は 、 炊 飯 釡 ３ ０ お よ び 内 蓋 ２ ２ に 対 し て 高 圧 蒸 気 に よ る 殺 菌 洗 浄 を  
行 う 自 動 殺 菌 洗 浄 機 能 を 設 け 、 表 示 部 ２ ０ ａ に 設 け ら れ た ボ タ ン （ 例 え ば 洗 浄 ボ タ ン 等 ）  
を 押 す こ と で 自 動 殺 菌 洗 浄 機 能 を 実 行 で き る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ で は 炊 飯 工 程 の 前 段 階 と し て 玄 米 を 発 芽 （ 育 成  
） さ せ て い る （ 発 芽 玄 米 育 成 工 程 ） 。 特 に こ の 発 芽 玄 米 育 成 工 程 時 の 炊 飯 釡 ３ ０ 内 部 は 細  
菌 の 繁 殖 を 招 き や す い 環 境 で も あ る こ と か ら 、 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ に お い て 自 動 殺 菌 洗  
浄 機 能 は 高 い 殺 菌 洗 浄 効 果 が 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 例 え ば 制 御 部 ２ ８ に パ ッ キ ン ２ ２ ａ の 交 換 時 期 を 知 ら せ る 機 能 （ 例 え ば 炊 飯 回 数 ７ ０ ０  
回 ～ ７ ３ ０ 回 で ア ラ ー ム を 表 示 し た り 、 あ る い は 音 声 に よ り 交 換 時 期 を 通 知 す る 機 能 ） を  
設 け る こ と も で き る 。 制 御 部 ２ ８ に 上 記 こ れ ら の 機 能 を 設 け る こ と で 、 従 来 の 発 芽 玄 米 用  
炊 飯 器 に 比 べ て メ ン テ ナ ン ス 性 の 向 上 が 期 待 で き る 。 そ の 結 果 、 製 品 寿 命 向 上 等 の 効 果 も  
得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 次 に 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 ３ ０ に つ い て 説 明 す る 。 図 ３ に は 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡  
の 概 略 断 面 図 を 示 す 。 図 ３ で は 炊 飯 釡 ３ ０ の 形 状 を 分 か り や す く 説 明 す る た め に 、 実 際 の  
炊 飯 釡 に お い て 有 す る 凹 凸 形 状 を 省 略 す る と と も に 特 徴 部 分 に つ い て は 実 際 よ り も 極 端 に  
表 現 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 炊 飯 釡 ３ ０ は 、 上 端 位 置 に 開 口 を 有 す る 釡 入 口 部 ３ ２ と 、 該 釡 入 口 部  
３ ２ の 反 対 側 で あ る 下 端 に 位 置 す る 下 端 底 部 ３ ４ と 、 該 釡 入 口 部 ３ ２ と 下 端 底 部 ３ ４ と を  
つ な ぐ よ う に 側 壁 と し て 設 け ら れ た 円 筒 側 壁 部 ３ ６ と 、 を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 具 体 的 に は 、 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 上 端 ３ ６ ａ が 釡 入 口 部 ３ ２ に つ な が れ て い る と と も に 、
下 端 ３ ６ ｂ が 下 端 底 部 ３ ４ に つ な が れ て い る 。 つ ま り 、 炊 飯 釡 ３ ０ は 全 体 と し て 有 底 略 壺  
型 形 状 を 有 し て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 釡 入 口 部 ３ ２ の 上 端 （ 炊 飯 釡 ３ ０ に お け る 最 上 端 位 置 ） は 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 最 大 内 径 に  
比 べ て 広 が り を 有 し た 形 状 に な っ て お り 、 す な わ ち 、 図 ４ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 に 係 る  
炊 飯 釡 ３ ０ の 側 面 （ 側 壁 内 側 の 形 状 ） は Ｓ ラ イ ン 形 状 （ Ｓ － Ｌ Ｉ Ｎ Ｅ ） と な っ て い る 。
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【 ０ ０ ４ ５ 】
　 釡 入 口 部 ３ ２ に は 炊 飯 釡 ３ ０ の 持 ち 手 と し て の ホ ー ル ド 部 ３ ８ が 設 け ら れ て い る 。 こ の  
ホ ー ル ド 部 ３ ８ は 持 ち 手 と し て の 役 割 の ほ か 、 炊 飯 釡 ３ ０ が 炊 飯 器 本 体 ２ ０ の 収 容 凹 部 ２  
６ へ 収 容 さ れ た と き に 該 収 容 凹 部 ２ ６ 内 で し っ か り と 固 定 さ れ る た め の 固 定 補 助 具 と し て  
の 役 割 も 果 た し て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 炊 飯 釡 ３ ０ は 鉄 材 料 を 含 ん で 構 成 さ れ 、 さ ら に 炭 と 鉄 を 含 む ブ ラ ッ  
ク ダ イ ヤ モ ン ド 材 料 で コ ー テ ィ ン グ さ れ て い る 。 炊 飯 釡 ３ ０ に こ の よ う な コ ー テ ィ ン グ を  
す る こ と で 、 擦 れ に 強 く 耐 久 性 に 優 れ る と と も に 、 あ わ せ て 熱 伝 導 率 の 向 上 効 果 も 期 待 で  
き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 下 端 底 部 ３ ４ は 、 滑 ら か な 湾 曲 形 状 （ 外 方 へ 向 か っ た 湾 曲 形 状 ） を 有 し て 構 成 さ れ て い  
る 。 ま た 、 下 端 底 部 ３ ４ に は 例 え ば 炊 飯 器 本 体 ２ ０ が 有 す る ヒ ー タ ー （ お よ び Ｉ Ｈ ） な ど  
に よ り 高 温 の 熱 エ ネ ル ギ ー （ 最 大 １ ０ ０ ℃ ～ １ ５ ０ ℃ 程 度 ） が 与 え ら れ る 。 ま た 、 本 実 施  
形 態 で は 例 え ば 下 端 底 部 ３ ４ と と も に 円 筒 側 壁 部 ３ ６ に も ヒ ー タ ー や Ｉ Ｈ に よ り 熱 エ ネ ル  
ギ ー が 与 え ら れ る 構 成 と す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ こ で 、 上 述 し た よ う に 発 芽 玄 米 を 炊 飯 す る 際 に は 熱 対 流 に よ る 炊 飯 ム ラ が 生 じ て し ま  
う 恐 れ が あ る 。 こ の 熱 対 流 は 炊 飯 器 の 特 性 上 必 ず 起 こ り 得 る 現 象 で あ り 、 ま た 、 昨 今 で は  
さ ま ざ ま な 炊 飯 技 術 が 向 上 し て い る 一 方 で 、 こ の 点 に 着 目 し た 炊 飯 技 術 は 実 現 さ れ て い な  
い 。 特 に 発 芽 玄 米 （ お よ び 上 述 の 酵 素 玄 米 ） を 炊 飯 す る 際 に は こ の 炊 飯 ム ラ が 顕 著 に あ ら  
わ れ て し ま う 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ こ で 本 実 施 形 態 で は 、 炊 飯 釡 ３ ０ の 形 状 を 工 夫 す る こ と で 良 好 な 炊 飯 を 実 現 す る と と  
も に 炊 飯 ム ラ を 抑 制 し て い る 。 以 下 、 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 ３ ０ の 特 徴 的 な 形 状 に つ い  
て 詳 し く 説 明 す る 。 な お 、 本 明 細 書 に お い て 熱 対 流 と は 、 流 体 の 温 度 差 が 原 因 で 流 体 が 上  
下 に 移 動 を 繰 り か え す 鉛 直 対 流 を 意 味 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 図 ５ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 に お け る 円 筒 側 壁 部 の 拡 大 図 を 示 す 。 図 ５ に 示 す よ  
う に 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 ３ ０ は 、 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 上 端 ３ ６ ａ が 釡 入 口 部 ３ ２ に お け  
る 最 下 端 位 置 に 継 ぎ 目 な く つ な が れ て お り 、 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 下 端 ３ ６ ｂ が 下 端 底 部 ３ ４  
に お け る 最 上 端 位 置 に 継 ぎ 目 な く つ な が れ て い る 。 つ ま り 、 炊 飯 釡 ３ ０ は 製 造 時 に お い て  
例 え ば 金 型 等 を 利 用 し て 一 体 と し て 形 成 さ れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 そ し て 、 図 ５ に 示 す よ う に 本 実 施 形 態 に お け る 円 筒 側 壁 部 ３ ６ は 該 該 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の  
上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３ ６ ｂ の い ず れ か 一 方 が 炊 飯 釡 ３ ０ に お け る 最 小 内 径 を 有 す る よ う  
に 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 炊 飯 釡 ３ ０ は 、 円 筒 側 壁 部 ３ ６ に お け る 上 端 ３ ６ ａ の 内 径 が 釡  
入 口 部 ３ ２ に お け る 開 口 の 内 径 よ り も 小 さ く な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。 例 え ば 、 上 端 ３  
６ ａ の 内 径 は 釡 入 口 部 ３ ２ に お け る 開 口 の 内 径 よ り も １ ｃ ｍ ～ ４ ｃ ｍ 程 度 小 さ い こ と が 好  
ま し い 。 本 実 施 形 態 で は 、 上 端 ３ ６ ａ が 炊 飯 釡 ３ ０ に お け る 最 小 内 径 と し て 形 成 さ れ る こ  
と が 好 ま し い 。 ま た 、 例 え ば 円 筒 側 壁 部 ３ ６ に お け る 上 端 ３ ６ ａ と 下 端 ３ ６ ｂ と を 同 じ 大  
き さ の 内 径 に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 実 施 形 態 で は 、 上 端 ３ ６ ａ の 内 径 は 例 え ば １ ５ ｃ ｍ ～ ２ ５ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 ま し く  
、 特 に 上 端 ３ ６ ａ の 内 径 は １ ６ ｃ ｍ ～ ２ ０ ｃ ｍ で あ る こ と が 好 適 で あ る 。 加 え て 、 本 実 施  
形 態 で は 上 端 ３ ６ ａ の 内 径 を １ ７ ｃ ｍ ～ １ ９ ｃ ｍ に す る こ と も で き る 。 ま た 、 本 実 施 形 態  
で は 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 厚 さ を ３ ｍ ｍ ～ ５ ｍ ｍ と す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 円 筒 側 壁 部 ３ ６ は 、 全 体 と し て 外 周 方 向 へ 緩 や か な 丸 み を 有 す る 側 壁 と し て 形 成 さ れ 、  
該 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 鉛 直 方 向 に お け る 略 中 央 位 置 （ 上 端 ３ ６ ａ と 下 端 ３ ６ ｂ と の 間 ） が 当  
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該 円 筒 側 壁 部 ３ ６ に お い て 最 大 内 径 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 こ の 最 大 内 径 は 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３ ６ ｂ の 両 方 の 内 径 に 対 し て 少  
な く と も ０ ． ３ ｃ ｍ 以 上 大 き い こ と が 好 ま し く 、 特 に 好 ま し く は 上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３  
６ ｂ の 両 方 の 内 径 に 対 し て ０ ． ５ ｃ ｍ 以 上 、 ま た は ０ ． ８ ｃ ｍ 以 上 大 き い こ と が 好 ま し く  
、 よ り 好 ま し く は 上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３ ６ ｂ の 両 方 の 内 径 に 対 し て １ ｃ ｍ 以 上 大 き い こ  
と が 好 適 で あ る 。 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 炊 飯 釡 ３ ０ に お け る 最 大 内 径 を 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の  
上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３ ６ ｂ の 両 方 の 内 径 に 対 し て ２ ｃ ｍ ～ ４ ｃ ｍ 以 上 大 き く す る こ と も  
で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 炊 飯 釡 ３ ０ を こ の よ う な 特 徴 的 な 形 状 に す る こ と で 、 炊 飯 時 に お け る  
熱 対 流 に 不 規 則 性 が 生 じ て （ 例 え ば 乱 流 状 態 を 生 じ さ せ て ） 、 結 果 と し て 炊 飯 ム ラ を 大 幅  
に 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ６ に は 、 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 お よ び 一 般 的 な 炊 飯 器 に お け る 炊 飯 状 態  
（ 炊 き あ が り ） の 概 略 イ メ ー ジ 写 真 を 示 す 。 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 一 般 的 な 炊 飯 器 （  
ま た は 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 ） で 酵 素 玄 米 を 炊 い た 場 合 に は 熱 対 流 な ど の 影 響 （ 例 え ば 熱 対 流  
と 炊 飯 時 の 振 動 に よ る 相 互 作 用 等 ） に よ り ど う し て も 小 豆 が 中 央 に 集 中 し て し ま い 、 そ の  
結 果 、 炊 飯 ム ラ な ど が 生 じ て し ま う 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 一 方 で 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ で 酵 素 玄 米 を  
炊 い た 場 合 に は 炊 飯 釡 ３ ０ の 特 徴 的 な 形 状 に よ り 熱 対 流 に 不 規 則 性 が 生 じ る の で （ ま た は  
、 対 流 に 死 角 が な く な り 炊 飯 釡 の 内 部 全 体 が 混 合 さ れ る の で ） 、 小 豆 が 中 央 に 集 中 す る こ  
と な く 、 ム ラ の な い 炊 飯 を 実 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 こ の よ う に 本 発 明 に 係 る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 １ ０ は 、 炊 飯 釡 ３ ０ の 形 状 を 有 底 略 壺 型 形 状  
と し 、 よ り 具 体 的 に は 炊 飯 釡 ３ ０ に お け る 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３ ６ ｂ  
の い ず れ か 一 方 を 炊 飯 釡 ３ ０ に お け る 最 小 内 径 と し て 形 成 し 、 且 つ 、 該 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の  
上 端 ３ ６ ａ お よ び 下 端 ３ ６ ｂ の 内 径 に 対 し て 該 円 筒 側 壁 部 ３ ６ の 最 大 内 径 を 少 な く と も ２  
ｃ ｍ 以 上 大 き い 形 状 と す る こ と で 、 良 好 な 炊 飯 を 実 現 す る と と も に 炊 飯 ム ラ を 抑 制 す る こ  
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 発 芽 玄 米 育 成 工 程 を 有 す る 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 に つ い て 説 明 し た  
が 、 例 え ば 発 芽 玄 米 育 成 工 程 を 有 し な い 炊 飯 器 や 白 米 用 の 炊 飯 器 に 本 発 明 に 係 る 炊 飯 釡 ３  
０ を 利 用 し て も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。 さ ら に 、 本 実 施 形 態 で は 電 気 式 の 炊 飯 器  
（ 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 ） に つ い て 説 明 し た が 、 例 え ば ガ ス 式 の 炊 飯 器 （ 発 芽 玄 米 用 炊 飯 器 ）  
や 他 の 熱 源 に よ る 炊 飯 器 で も 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ０ 】
１ ０         発 芽 玄 米 用 炊 飯 器
２ ０         炊 飯 器 本 体
２ ０ ａ       表 示 部
２ ２         内 蓋
２ ２ ａ       パ ッ キ ン
２ ４         蓋 体
２ ６         収 容 凹 部
２ ８         制 御 部
３ ０         炊 飯 釡
３ ２         釡 入 口 部
３ ４         下 端 底 部
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３ ６         円 筒 側 壁 部
３ ６ ａ       上 端
３ ６ ｂ       下 端
３ ８         ホ ー ル ド 部
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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